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菅
原
清
公
伝
年
譜

―
附

「菅
原
清
公
伝
考
」
補
遺
―

は
じ
め
に

菅
原
道
真
の
祖
父
で
あ
り
、
漢
詩
人

。
政
治
家
と
し
て
も
重
要
な
菅

原
清
公
に
つ
い
て
、
以
前
、
「菅
原
清
公
伝
考
」
（以
下

「伝
考
」
と
略
す
）

と
題
し
て
拙
論
を
公
表
し
た
。
し
か
し
、
「伝
考
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
、

紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
年
譜
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
に

年
譜
を
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

「伝
考
」
で
意
を
用
い
た
こ
と
の

一
つ
に
、
清
公
の
同
僚
を
考
証
す
る

こ
と
が
あ
る
。
資
料
の
制
約
も
あ

っ
て
、
清
公
の
作
品
か
ら
交
流
が
知

ら
れ
る
人
物
は
限
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
補
う
意
味
で
も
、
一
時
期
同
じ

役
職
に
勤
め
た
同
僚
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
も
、
年
譜
の
最

後
に
、
同
僚
及
び
遣
唐
使
、
勅
撰
漢
詩
集
編
纂
者
な
ど
も

一
覧
し
た
。
清

公
の
交
友
関
係
を
知
る
基
礎
資
料
と
し
た
く
思
う
。
ま
た
、
作
品
に
つ

い
て
も

一
覧
し
た
。

な
お
、
「伝
考
」
で
、
触
れ
る
べ
く
し
て
触
れ
な
か
っ
た
資
料
、
あ
る

い
は
漏
ら
し
た
資
料
な
ど
の
指
摘
も
あ
り
、
こ
こ
に
、
補
遺
と
し
て
遺

滝
川
　
幸
司

漏
も
補
っ
て
お
こ
う
と
思
う
。

一　
菅
原
清
公
年
譜

（含
　
同
僚
・
作
品
一
覧
）

事
績

。
関
連
事
項
に
つ
い
て
は
、
出
典
を

ｏ
に
入
れ
た
。
な
お
、
出

典
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
原
則
と
し
て

一
つ
に
限
っ
た
。
略
称
は
以
下

の
通
り
。
続
紀
―
続
日
本
紀
、
後
紀
―
日
本
後
紀
、
続
後
―
続
日
本
後
紀
、

類
史
―
類
衆
国
史
、
紀
略
―
日
本
紀
略
、
扶
略
―
扶
桑
略
記
、
類

格
―
類
衆
三
代
格
、
補
任
―
公
卿
補
任
、
売
―
続
日
本
後
紀
承
和

九
年
十
月
十
七
日
清
公
莞
伝
、
凌
―
凌
雲
集
、
文
―
文
華
秀
麗
集
、

経
―
経
国
集

ま
た
、
年
毎
の
事
績
末
に

〈
〉
内
で
、
そ
の
年
終
了
時
点
で
の
位
官
を

示
し
た
。
な
お
、
元
号
は
遡
及
年
号
と
し
た
。
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延
暦

一
一十

一

（
鞭
）

年 延
暦
二
十

（０

年

延
暦
十
九

（９

年

延
暦
十
八

（籾
）
年

延
暦
十
七

（７９８
）
年

延
暦
十
六

（２

年

延
暦
十
三

（製
）
年

延
暦
九

（別
）
年

延
暦
八

（υ

年

延
暦
四

（じ

年

延
暦
三

（Ｕ

年

天
応
元

（７８‐
）
年

宝
言
聾

死

（
別

Ｙ
年

年

三
十
三
歳

三
十
二
歳

三
十

一
歳

三
十
歳

二
十
九
歳

二
十
八
歳

二
十
五
歳

二
十

一
歳

二
十
歳

十
六
歳

十
五
歳

十

一
一歳

一
歳

年
齢

遣
唐
判
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
近
江
権
嫁
を
兼
ね

の
頃
、
正
六
位
上
に
叙
さ
れ
る
た
２）

〈
正
六
位
上
遣
唐
判
官
兼
近
江
権
嫁
〉

ワ
Ａ
υ
´
，

売
）

２

・
２５
　
文
章
生
栗
原
年
足
に
対
策
出
題

（経
二
十
）

２

．
２６
　
文
章
生
道
守
宮
継
に
対
策
出
題

（同
前
）

」ゝ
れ
以

前
、
従
六
位
下
で
、
越
前
大
目
を
兼
ね
る

（経
国
集
目
録
）

〈
従
六
位
下
大
学
少
允
兼
越
前
大
目
〉

〈
大
学
少
允
〉

〈
大
学
少
允
〉

３

・
２５
　
対
策

（補
任
承
和
６
）

４

・
１３
　
不
第

（同
前
）

５

・
２
　
上
第
に
処
す

（同
前
）

後
、
大
学
少
允

（同
前
）

こ
の
年
以
前
、
文
章
得
業
生
、
美
濃
少
橡

（同
前
）

〈
大
学
少
允
〉

〈
文
章
得
業
生
か

〉

〈
文
章
生
か

〉

〈
文
章
生
か

〉

文
章
生
と
な
る

（売
）

‐２

・
２３
　
父
古
人
の
侍
読
の
労
に
よ
っ
て
、
学
業
に
勤
め
る

た
め
、
兄
弟
と
共
に
衣
根
を
賜
る

（続
紀
）

詔
に
よ
っ
て
、
東
宮
早
良
親
王
に
陪
す

（莞
）

誕
生

（売
）

事
績

８

・
１０
　
遣
唐
使
任
命
。
藤
原
葛
野
麻
呂
を
遣

唐
大
使
、
石
川
道
益
を
副
使
と
し
、
判
官
録
事

各
四
人
を
定
め
る

（紀
略
）

平
安
遷
都

紀 12

30

菅
原
宿
禰
道
長
ら
朝
臣
姓
を
賜
る

籍

王 9

２８
　
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
よ
り
早
良
親

乙
訓
寺
に
幽
閉
さ
る

（紀
略
）

長
岡
京
遷
都

６
・
２５
　
父
古
人
、
道
長
ら
十
五
人
菅
原
氏
改
姓

の
願
い
を
上
奏
。
許
さ
れ
る

（続
紀
）

関
連
事
項



延
暦
二
十
四

（９

年 延
暦
二
十
三

（駆
）

年 延
暦
二
十
二

（じ

年

三
十
六
歳

三
十
五
歳

三
十
四
歳

1

1

1

28
含
元
殿
に
て
朝
賀
。
唐
の
天
子
に
謁
す

（同
前
）

徳
宗
の
崩
御
に
よ
り
、
二
天
門
に
使
を
立
て

３

・
５
　
遣
唐
使
拝
朝

（後
紀
）

７

・
６
　
進
発

（後
紀
延

暦
２
・
６
・
８
）。
な
お
、
清
公
は
第
二
船
に
乗
船
　
７

・

第
二
船
、
明
州
到
着

（叡
山
大
師
伝
）。
こ
れ
以
後
、
明
州
に

て
第
二
船
船
頭
、
副
使
道
益
卒

（後
紀
延
暦
ｚ
・
７
・
２５
）０

清
公
第
二
船
の
船
頭
と
な
る
か
　
９

ｏ
ｌ
　
清
公
ら
第
二

船

一
行
、
長
安
に
入
京

（後
紀
延
暦
２
・
６
・
８
）

冬
　
沐

州
上
源
駅
に
て
清
公
賦
詩

（凌
じ
　
Ｈ
・
５
　
清
公
等
、
長

安
城
に
到
り
、
第

一
船
の
一
行
を
待
つ

（後
紀
延
暦
２４
・
６
・

８
）

１２

・
２３
　
葛
野
麻
呂
等
入
城
。
清
公
ら
と
外
宅
で
合

流

（同
前
）

１２

・
Ｚ
　
国
信

。
別
貢
な
ど
を
監
使
劉
昴
に

渡
し
、
天
子

（徳
むこ

に
奉
る
。
徳
宗
よ
り
宣
勅
あ
り

（同

前
）

１２

・
２５
　
を旦
化
殿
に
て
礼
見
。
但
し
、
徳
宗
街
せ
ず
。

ま
た
、
麟
徳
殿
に
て
対
見
。
内
裏
に
て
宴
会

（同
前
）

〈
正
六
位
上
遣
唐
判
官
兼
近
江
権
橡
〉

２

・
４
　
遣
唐
大
使
以
下
水
手
以
上
に
賜
物

（紀
略
）

３
・

‐４
　
遣
唐
使
に
彩
畠
を
賜
う

（紀
略
）

３

・
１８
　
遣
唐
使
、

朝
堂
院
に
て
拝
朝

（紀
略
）

４

ｏ
ｌ４
　
難
波
津
よ
り
乗
船

（紀
略
延
暦
２２
・
４
・
２３
）

４

・
１６
　
進
発

（同
前
）

４

・
２‐

暴
風
雨
で
遣
唐
使
船
破
損

（同
前
）

こ
の
年
、
三
男
善
主
生
ま
れ
る

（文
徳
仁
寿
２
・
Ｈ
・
７
）

〈
正
六
位
上
遣
唐
判
官
兼
近
江
権
橡
〉

１

・
２
　
徳
宗
不
予

（同
前
）

１

・
２３
　
徳
宗

崩
御

（同
前
）

４

ｏ
ｌ
　
第

一
船
、
福
州
よ
り

３
・
２５
　
大
使
葛
野
麻
呂
、
副
使
道
益
に
餞
宴
を

賜
う

（後
紀
）

３
・
２８
　
大
使
葛
野
麻
呂
に
節
刀

を
賜
う

（後
紀
）

７
・
７
　
第
三
、
四
船
、
行
方

不
明
（後
紀
延
暦
４
・６
・８
）

８
・
１０
　
第

一
船
、

福
州
に
到
着

（同
前
）

１０
。
３
　
大
使
葛
野
麻
呂

等
、
州
都
へ
到
着

（同
前
）

Ｈ
。
３
　
葛
野
麻
呂

等
、
長
安
へ
向
か
う

（同
前
）

１２
・
２‐
　
葛
野
麻

呂
等
、
長
楽
駅
宿
に
到
着

（同
前
）

３
・
２９
　
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
、
副
使
石
川
道
益

に
餞
宴

（紀
略
）

４

・
２
　
大
使

。
副
使
辞
見
。

節
刀
を
賜
る

（紀
略
）

４

・
２３
　
大
使
葛
野
麻

呂
、
遣
唐
使
船
破
損
等
を
奏
上

（紀
略
）

４
・
％

大
使
葛
野
麻
呂
奏
上
。
内
容
未
詳

（紀
略
）

４

・
２８
　
遣
唐
船
や
破
損
の
雑
物
な
ど
を
回
収

（紀
略
）

５

ｏ
２２
　
遣
唐
使
、
節
刀
返
上
。
船
舶

の
損
壊
に
よ
り
渡
海
を
得
ず
。遣
唐
使
延
期
さ
る

（紀
略
）
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弘
仁
五

（８‐４
）
年

弘
仁
四

（８‐３
）
年

弘
仁
三

（８‐２
）
年

弘
仁
二

（８‐‐
）
年

弘
仁
元

（８‐０
）
年

大
同
四

（８０９
）
年

大
同
三

（９

年

大
同
二

（８０７
）
年

大
同
元

（誦
）
年

四
十
四
十
四
歳

四
十
三
歳

四
十
二
歳

四
十

一
歳

四
十
歳

三
十
九
歳

三
十
八
歳

三
十
七
歳

１

・
７
　
従
五
位
上

（類
国
９９
叙
位
）

１

・

右
少
弁

（補

こ
の
年
、
主
殿
頭
に
遷
る

〈
従
五
位
下
主
殿
頭
〉

売

１

・
‐２
　
こ
れ
以
前
清
公
尾
張
介
を
離
れ
る

（後
紀
）

２
・

１０
　
左
京
亮

（後
紀
）

８

ｏ
３
　
大
学
頭
と
な
る

（後
紀
）

こ
の
年
、
四
男
是
善
誕
生

〈
従
五
位
下
大
学
頭
〉

〈
従
五
位
下
尾
張
介
〉

〈
従
五
位
下
尾
張
介
〉

〈
従
五
位
下
尾
張
介
〉

〈
従
五
位
下
尾
張
介
〉

〈
従
五
位
下
尾
張
介
〉

１

．
２８
　
尾
張
介

（後
紀
）

〈
従
五
位
下
尾
張
介
〉

素
の
衣
冠
を
着
し
、
三
日
間
、
挙
哀
す

（同
前
）
　

２

・
Ю

監
使
高
品
宋
惟
澄
、
答
信
物
を
持

っ
て
来
、
使
人
の
告

身
を
賜
う
。
宣
勅
あ
り
。
宴
あ
り

（同
前
）

３

・
２９
　
越

州
永
寧
駅
に
到
着

（同
前
）。
　

王
国
文
が
京
に
帰
る
の
に
対

し
清
公
賦
詩

（凌
７２
）

４

・
３
　
明
州
に
到
る

（後
紀
延
暦

２４
・
６
・
８
）

５

・
‐８
　
州
下
鄭
県
に
て
両
船
出
航

（同
前
）

６

・
１７
　
第
二
船
、
松
浦
郡
鹿
島
に
到
着

（後
紀
）

７

・

２５
　
遣
唐
使
等
に
叙
位
あ
り
。
清
公
、
正
六
位
上
か
ら
従

五
位
下
に

（後
紀
）

８

・
２０
　
大
学
助

（後
紀
）

〈
従
五
位
下
大
学
助
〉

こ
の
年
以
前
、
清
人
卒
か

9

‐０
～
‐２
　
薬
子
の
変

（後
紀
）

４

・
１
　
平
城
天
皇
譲
位
、
嵯
峨
天
皇
践
確

（後

紀
）

３

・
１７
　
桓
武
天
皇
崩
御
、
平
城
天
皇
践
確

（後

紀
）

明
州
に
回
航

（同
前
）

６

・
５
　
第

一
船
、
対

馬
到
着

（同
前
）

６
・
８
　
大
使
葛
野
麻
呂
、
遣

唐
使
の
道
程
・唐
の
現
状
に
つ
い
て
奏
上
（後
紀
）

７

・
１
　
大
使
葛
野
麻
呂
、
節
刀
を
返
上

（後

紀
）

７

・
‐４
　
葛
野
麻
呂
等
、
唐
国
答
信
物
を

献
上

（紀
略
）



十
三

６

）
年

弘
仁
十
二

（８２‐
）
年

弘
仁
十

一
（脚
）
年

弘
仁
十

（８‐９
）
年

弘
仁
九

（８‐８
）
年

弘
仁
八

（８‐７
）
年

弘
仁
七

（８‐６
）
年

弘
仁
六

（８‐５
）
年

五
十
三
歳

五
十
二
歳

五
十

一
歳

五
十
歳

四
十
九
歳

四
十
八
歳

四
十
七
歳

四
十
六
歳

１

・
Ｈ
以
前
　
阿
波
守
を
離
れ
る

（補
任
弘
仁
１３
小
野
琴
守
）

１

．
３。
以
前
　
文
章
博
士
を
離
れ
る

（内
裏
式
序
文
）

４

・

１
一則
後
　
式
部
大
輔
に
転
ず

（補
任
弘
仁
１３
橘
常
主
）。
　
さ
ら

に
左
中
弁
に
転
じ
、
右
京
大
夫
に
遷
る
こ
と
を
求
め
る

（売
）

こ
の
年
、
越
階
し
て
従
四
位
下

（補
任
承
和
６
）

〈
従
四
位
下
左
中
弁
兼
阿
波
守
〉

春
、
嵯
峨
天
皇
の
河
陽
行
幸
に
雇
従
。
賦
詩

（雑
言
奉
和
）

〈
正
五
位
下
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士

・
阿
波
守
〉

１

・
７
　
正
五
位
下

（類
史
９９
叙
位
）

１

・

文
章
博
士
を

兼
ね
、
文
選
を
侍
読
。
集
議
の
事
に
参
る
こ
と
を
兼
ね
る

（売
）

〈
正
五
位
下
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士

・
阿
波
守
〉

こ
の
年
、
天
下
儀
式
等
を
漢
法
に
準
ず
る
議
に
関
わ
る

（売
）

ま
た
、
清
公
も
編
纂
に
関
わ
っ
た

「文
華
秀
麗
集
』
成
立

〈
従
五
位
上
式
部
少
輔
兼
阿
波
守
〉

〈
従
五
位
上
式
部
少
輔
兼
阿
波
守
〉

６

・
５
　
勇
山
文
継
講
師
の
史
記
講
書
終
わ
る

（類
史
”
叙

位
）。
史
記
克
宴
に
て
清
公
賦
詩

（文
Ｃ

こ
の
年
、
阿
波
守
を
兼
ね
る

（亮
）

〈
従
五
位
上
式
部
少
輔
兼
阿
波
守
〉

〈
従
五
位
上
式
部
少
輔
〉

任
承
和
６
）

５

・

左
少
弁
に
転
じ
、
式
部
少
輔
に
遷
る

（同
前
）

こ
の
年
、
清
公
も
編
纂
に
関
わ

っ
た

『凌
雲
集
』
成
立

〈
従
五
位
上
式
部
少
輔
〉

こ
の
年
、
是
善
、

皇
に
召
さ
れ
読
書
賦
詩

る 文 1

３。
以
前
　
桑
原
腹
赤
文
章
博
士

（内
裏
式
序

２
・
１７
　
文
章
博
士
、
従
五
位
官
に
改
め
ら

（類
格
）
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天
長
五

（０

年

天
長
四

（０

年

天
長
三

（８

年

天
長
二

（０

年

天
長
元

（瓢
）
年

弘
仁
十
四

（０

年

五
十
九
歳

五
十
八
歳

五
十
七
歳

五
十
六
歳

五
十
五
歳

五
十
四
歳

閏
３

・
９
以
前
　
大
学
頭
を
離
れ
る

（補
任
天
長
４
藤
原
良

一房
）

１

．
２‐
　
従
四
位
上

（類
史
９９
叙
位
）

５

・
１４
　
『経
国
集
』

成
立

（序
文
）

こ
の
年
以
前
、
播
磨
権
守
を
兼
ね
る

（経
国
集
序
文
）

〈
従
四
位
上
大
学
頭
兼
左
京
大
夫

。
文
章
博
士

・
播
磨
権
守
〉

３

・

弾
正
大
弼
に
遷
り
、
信
濃
守
を
兼
ね
、
左
京
大
夫
に

転
ず
。
文
章
博
士
は
元
の
如
し

（莞
）

こ
の
年
、
大
学
頭
に
還
任

（朝
野
群
載
九

璽
鵡
被
殊
蒙
天
皇
因

准
先
例
依
儒
学
労
拝
任
大
学
頭
開
造
進
文
章
院
西
曹
司
七
間
檜
皮

葺
屋

一
宇
兼
又
依
献
策
次
第
、
拝
除
式
部
大
輔
開
状
し

〈
従
四
位
下
大
学
頭
兼
左
京
大
夫

・
文
章
博
士

・
信
濃
権
守
〉

８

ｏ

公
卿
の
議
奏
に
よ
っ
て
、
京
に
戻
り
、
文
章
博
士
を

兼
ね
る

（売
）

〈
従
四
位
下
文
章
博
士
〉

１

・
５
　
天
長
と
改
元
。
清
公
、
腹
赤
、
弘
貞
ら
年
号
勘
申

公
死
秘
別
録
こ
　
４

・
９
以
前
　
弾
正
大
弼
を
離
れ
、
播
磨

権
守
に
出
る

（売
、
補
任
弘
仁
１５
橘
常
主
）

〈
従
四
位
下
播
磨
権
守
〉

１０

ｏ
２
以
前
　
右
京
大
夫
を
離
れ
、
弾
正
大
弼

（莞
、

弘
仁
１４
春
原
五
百
枝
）

〈
従
四
位
下
弾
正
大
弼
〉

補
任

１

．
２６
　
京
職
大
夫
、
従
四
位
官
に

（類
格
）。
こ
の
時
、

清
公
任
右
京
大
夫
か

〈
従
四
位
下
右
京
大
夫
〉

こ
の
頃
か
ら

「令
義
解
』
編
纂
始
ま
る

７

・
７
　
文
章
博
士
都
腹
赤
卒

（紀
略
）

４

ｏ
ｌ６
　
嵯
峨
天
皇
譲
位
、
淳
和
天
皇
践
酢

籍

略
）

（扶
略
元
慶
４

・
８

・
３０
）

-6-―



承
和
九

（殴
）
年

承
和
八

（
四
）
年

承
和
七

（卸
）
年

承
和
六

（０

年

承
和
五

（８３８
）
年

承
和
四

（Ｕ

年

承
和
三

（８３６
）
年

承
和
三
（８３５
）
年

承
和
元

（剛
）
年

天
長
十

（Ｕ

年

天
長
九

（８３２
）
年

天
長
八

（８３‐
）
年

天
長
七

（８３０
）
年

天
長
六

（０

年

七

十

一一二

七
十
二
歳

七
十

一
歳

七
十
歳

六
十
九
歳

六
十
八
歳

六
十
七
歳

六
十
六
歳

六
十
五
歳

六
十
四
歳

六
十
三
歳

六
十
二
歳

六
十

一
歳

六
十
歳

Ю

。
‐７
　
売
去

〈
正
三
位
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

〈
正
三
位
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

１

・
７
　
従
三
位

（続
後
）。
老
病
の
た
め
牛
車
に
て
南
大

庭
ま
で
来
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（売
）

１

・
Ｈ
以
前
　
但

馬
守
を
離
れ
る

（続
後
）

〈
正
三
位
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士

・
但
馬
守
〉

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士

。
但
馬
守
〉

２

・
７
　
但
馬
守
を
兼
ね
る

（続
後
）

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士

・
但
馬
守
〉

７

・
１４
　
後
漢
書
を
侍
読
す
る
も
数
日
後
に
や
む
（続
後
）

Ｈ

・
７
　
但
馬
権
守
を
兼
ね
る

（続
後
）

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士

・
但
馬
権
守
〉

１

・
‐２
　
摂
津
権
介
を
兼
ね
る

（補
任
承
和
６
）

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士

・
摂
津
権
介
〉

２

・
１５
　
『令
義
解
」
成
立

（序
文
）

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

１

・
４
　
正
四
位
下

（類
史
９９
叙
位
）

〈
正
四
位
下
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

〈
従
四
位
上
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

〈
従
四
位
上
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

こ
の
年
、
播
磨
権
守
を
離
れ
る
か

（補
任
天
長
８
源
信
）

〈
従
四
位
上
左
京
大
夫
兼
文
章
博
士
〉

７

・
１５
　
嵯
峨
上
皇
崩
御

（続
後
）

５

・
８
　
淳
和
上
皇
崩
御

（続
後
）

３

・
８
　
文
章
博
士
を
二
名
に
増
員

（類
格
）

２

・
２８
　
淳
和
天
皇
譲
位
、
仁
明
天
皇
践
酢

（続

後
）



年
譜
注

（１
）
清
公
亮
伝
で
は
、
こ
の
年
に
判
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
遣
唐
使
の
任
命
は
前
年
で
あ
る
。
清
公
だ
け
遅
れ
て
任
じ
ら
れ
た
か
。
あ
る
い
は
莞
伝
の
誤
り
か
。

（２
）
「日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
六
月
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
清
公
は
既
に
正
六
位
上
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
は
唐
に
滞
在
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
叙
位
は
渡
唐
以
前

で
、
お
そ
ら
く
は
、
判
官
任
官
と
同
時
と
考
え
ら
れ
る
。

○
同
僚
な
ど

清
公
の
同
僚
な
ど
　
判
明
す
る
も
の
の
み
あ
げ
た
。
「？
」
は
就
任
離
任
時

期
が
不
明
確
で
あ
る
も
の
。
前
任
者
・後
任
者
の
就
離
任
に
よ
っ
て
判
断
し

た
場
合
も
あ
る
。
詳
細
は

「伝
考
」
参
照
。
な
お
、
清
公
文
章
博
士
時
代
の

文
章
生
に
つ
い
て
も

一
覧
す
べ
き
で
あ
る
が
、
膨
大
と
な
る
の
で
省
略
し

た
。
古
藤
真
平
氏
「
登
科
記
』
／
八
・九
世
紀
文
章
生
、
文
章
得
業
生
、
秀

才

・
進
士
試
受
験
者

一
覧

（稿
ご

（国
書
逸
文
研
究
４
・
平
成
三
年
十
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

文
章
生

（延
暦
８
～
？
↓
文
章
得
業
生

（？
～
１７
）

文
章
博
士
　
賀
陽
豊
年

（延
暦
１６
・
２
・
９
以
前
任
　
後
紀
）

文
章
生
　
　
南
淵
弘
貞

（延
暦
１５
奉
試
及
第
　
補
任
天
長
２
）

上
毛
野
穎
人

（延
暦
年
中
　
類
史
６６
弘
仁
１２
・
８
・
１８
）

大
学
少
允

（延
暦
１７
～
延
暦
２‐
）

大
学
頭
　
　
紀
作
良

（延
暦
１５
？
任

後
紀
）

藤
原
継
業

（延
暦
１８
・
４
・
Ｈ
任
　
後
紀
）

藤
原
道
雄

（延
暦
１９
・
２
任
　
補
任
弘
仁
１４
）

和
気
広
世

（延
暦
２‐
．
１
．
２‐
以
前
任
　
扶
略
）

大
学
助
　
　
御
長
広
岳

（延
暦
１８
・
４
・
１
任

後
紀
）

遣
唐
判
官
（延
暦
２０
？１
４
〕）

大
使
　
　
　
藤
原
葛
野
麻
呂

副
使
　
　
　
石
川
道
益

判
官
　
　
　
甘
南
備
信
影
　
一二
棟
今
嗣
　
高
階
遠
成

准
判
官
兼
訳
語
　
　
笠
田
作

録
事
　
　
　
山
田
大
庭
　
上
毛
野
穎
人

准
録
事
　
　
朝
野
鹿
取

留
学
生
　
　
橘
逸
勢
　
霊
仙

求
法
僧
　
　
空
海
　
護
命
　
最
澄
　
法
道

求
法
訳
語
僧

義
真

求
法
嫌
従
　
丹
福
成

（写
経
生
）
　

真
立
人

（舞
生
）
　

　

久
礼
真
茂
　
和
外
部
嶋
継
　
舟
部
頭
麻
呂

請
益
生
　
　
菅
原
五
郎

大
学
助

（延
暦
２４
・
８
・
２０
～
大
同
元
。
１
・
２８
以
前
）

大
学
頭
　
　
和
気
広
世

（延
暦
２‐
．
１
．
２‐
以
前
任
　
扶
略
）

尾
張
介

（大
同
元
・
１
・
２８
～
弘
仁
３
・
１
・
‐２
以
前
）

尾
張
守
　
　
藤
原
真
川

（大
同
元
・
１
・
２８
任
　
後
紀
）

-8-―



多
入
鹿

（大
同
２
・
７
・
兼
任
　
補
任
大
同
４
）

平
群
真
常

（大
同
３
・
５
・
２‐
兼
任
　
後
紀
）

秋
篠
安
人

（弘
仁
元
・
１
・
Ｈ
兼
任
　
補
任
）

紀
田
上

（弘
仁
元
・
９
・
Ю
任
　
後
紀
）

安
倍
大
養

（弘
仁
元
・
９
・
１９
任
　
後
紀
）

尾
張
権
介
　
若
江
家
継

（弘
仁
元
・
１０
・
２
　
後
紀
）

尾
張
少
目
　
吉
田

（興
世
）
書
主

（大
同
元
任
　
文
徳
嘉
祥
３
・
■
・
６
）

左
京
亮

（弘
仁
３
・
２
・
‐０
～
８
・
３
以
前
）

左
京
大
夫
　
藤
原
今
川

（弘
仁
３
・
２
・
１０
任
　
後
紀
）

大
学
頭

（弘
仁
３
・
８
・
３
～
弘
仁
４
）

大
学
助
　
　
勇
山
文
継

（弘
仁
２
・
２
・
２０
任
　
後
紀
）

右
少
弁

（弘
仁
５
・
１
・
～
５
・
以
前
）、
左
少
弁

（弘
仁
５
・
５
↓

左
大
弁
　
　
秋
篠
安
人

（大
同
４
・
６
任
　
補
任
）

右
大
弁
　
　
紀
広
浜

（大
同
４
任
　
補
任
）

式
部
少
輔

（弘
仁
５
・
５
・
～
１２
）

式
部
大
輔
　
藤
原
三
守

（弘
仁
５
・
１
・
２２
任
　
補
任
弘
仁
７
）

橘
常
主

（弘
仁
１２
・
１
・
‐０
任
　
補
任
弘
仁
１３
）

『凌
雲
集
』
成
立

（弘
仁
５
）

小
野
琴
守
　
勇
山
文
継
　
賀
陽
豊
年

（序
文
）

「文
華
秀
麗
集
」
成
立

（弘
仁
９
）

仲
雄
王
　
勇
山
文
継
　
滋
野
貞
主
　
桑
原
腹
赤

（序
文
）

河
陽
行
幸

（弘
仁
Ｈ
・
春
）

嵯
峨
天
皇
　
坂
田

（南
淵
）
永
河
　
紀
御
依
　
滋
野
貞
主
　
有
智
子

含
雑
言
奉
和
し

文
章
博
士

（天
長
２
・
８
ｏ
以
後
～
売
）

文
章
博
士
　
惟
良
貞
道

（？
―
承
和
３
・
７
・
６
　
続
後
）

「経
国
集
』
成
立

（天
長
ι

滋
野
貞
主
　
南
淵
弘
貞
　
安
野

（勇
山
）
文
継
　
安
倍
吉
人

（序
文
）

「令
義
解
』
成
立

（天
長
１０
）

清
原
夏
野
　
南
淵
弘
貞
　
藤
原
常
嗣
　
藤
原
雄
敏
　
藤
原
衛
　
興
原

敏
久
　
善
道
真
貞
　
小
野
皇
　
讃
岐
永
直
　
川
枯
勝
成
　
漢
部
松
長

（序
文
）

○
作
品

一
覧

「
＊
」
は
現
存
せ
ず
、
諸
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
著
作
。
▽
で
制
作
年
次
な

ど
も
示
し
た
が
、
詳
細
は

「伝
考
」
参
照
。

九
月
九
日
侍
宴
神
泉
苑
、
各
賦

一
物
、
得
秋
山

（『凌
雲
集
』
６９
）

▽
弘
仁
三
年
か
四
年
作
。

秋
夜
途
中
間
笙

（「凌
雲
集
』
７０
）

▽
嵯
峨
天
皇

「和
菅
清
公
秋
夜
途
中
聞
笙
」
η
凌
雲
集
』
１７
）
あ
り
０
藤
原

冬
嗣
に

「和
菅
祭
酒
秋
夜
途
中
間
笙
之
什
」
３
凌
雲
集
』
３‐
）
ぁ
り
。

冬
日
沐
州
上
源
駅
逢
雪

３
凌
雲
集
』
じ

▽
延
暦
二
十
三
年
冬
作
。

越
州
別
勅
使
王
国
父
還
京

含
凌
雲
集
』
じ

▽
延
暦
二
十
四
年
作
。



賦
得
司
馬
遷

（『文
華
秀
麗
集
』
中

・
４５
）

▽
弘
仁
七
年
六
月
五
日
作
。

奉
和
春
閏
怨

（『文
華
秀
麗
集
』
中

・
５‐
）

奉
和
王
昭
君

（『文
華
秀
麗
集
』
中

・
“
）

奉
和
梅
花
落

（『文
華
秀
麗
集
』
中

・
６８
）

奉
和
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
二
首

（「文
華
秀
麗
集
』
中

・
８９
、
９０
）

賦
得
絡
緯
無
機
応
製

（『文
華
秀
麗
集
』
下

・
‐３５
）

奉
和
　
御
製
江
上
落
花
詞

３
雑
言
奉
和
』
ι

▽
弘
仁
十

一
年
春
。

奉
和
塞
下
曲

（『経
国
集
」
十

・
１９
）

奉
和
塞
上
曲

〈
太
上
天
皇
在
酢
〉

（『経
国
集
」
十

・
２‐
）

同
前

（奉
和
関
山
月

〈
太
上
天
皇
在
薄
〉
）
弯
経
国
集
」
十

・
２５
）

同
前

（奉
和
春
日
作
）
含
経
国
集
』
十

一
。
９４
）

奉
和
清
涼
殿
画
壁
山
水
歌

（『経
国
集
』
十
四

・
獅
）

神
泉
苑
宴

弯
平
安
朝
供
名
詩
序
集
抜
華
』
３４
）

▽
な
お
、
「含
英
私
集
』
所
収

「供
名
詩
序
集
抜
華
」
で
は

「神
泉
花
宴
」

作
る
。

哺
賦

一
首
井
序

（『経
国
集
』
一
。
８
）

天
地
始
終

（策
問
）
（『経
国
集
』
一
一十
）

▽
延
暦
二
十
年
二
月
二
十
五
日
監
試
。

宗
廟
締
給

（策
問
）
（
経
国
集
』
二
十
）

▽
延
暦
二
十
年
二
月
二
十
五
日
監
試
。

調
和
五
行

（策
問
）
∩
経
国
集
」
二
十
）

▽
延
暦
二
十
年
二
月
二
十
六
日
監
試
。

治
平
民
富

（策
問
）
牟
経
国
集
』
二
十
）

▽
延
暦
二
十
年
二
月
二
十
六
日
監
試
。

同
前

（重
陽
節
神
泉
苑
賦
秋
可
哀
応
制
）
３
経
国
集
』

一
・
１３
）

＊
黄
帝
湯
武
高
辛

（対
策
文
）

▽

「公
卿
補
任
』
承
和
六
年
尻
付
に
よ
る
。
延
暦
十
七
年
三
月
二
十
五
日
。

な
お

『補
任
』
で
は

「黄
帝
湯
武
高
早
」
に
作
る
も
校
訂
。

＊
釈
李
孔
三
教

（対
策
文
）

▽

『公
卿
補
任
』
承
和
六
年
尻
付
に
よ
る
。
延
暦
十
七
年
三
月
二
十
五
日
。

な
お

『補
任
』
で
は

「釈
李
乱
三
数
」
に
作
る
も
校
訂
。

＊
賦
早
雪

▽
嵯
峨
天
皇

「和
菅
清
公
賦
早
雪
」
ａ
凌
雲
集
』
１８
詩
題
）
に
よ
る
。

＊
賦
朱
雀
衰
柳

▽
多
治
比
清
貞

「和
菅
祭
酒
賦
朱
雀
衰
柳
作
」
翁
凌
雲
集
』
８７
詩
題
）
に
よ

る
。
清
公
の

「祭
酒

（＝
大
学
頭
ご

時
代
は
、
弘
仁
三
年
～
四
年
。

＊
傷
忠
法
師

▽
嵯
峨
天
皇

「和
菅
清
公
傷
忠
法
師
」
３
文
華
秀
麗
集
』
中

・
８６
詩
題
）
に

よ
る
。
忠
法
師
は
永
忠
。
弘
仁
七
年
四
月
五
日
卒

（『続
日
本
後
紀
じ

＊
春
雨
▽
嵯
峨
天
皇

「和
菅
清
公
春
雨
之
作
」
含
経
国
集
』
十

一
・
Ｕ
詩
題
）、
滋
野

貞
主

「同
前

（和
菅
清
公
春
雨
之
作
と

（『経
国
集
』
十

一
。
‐０３
詩
題
）
に

よ

る

。



＊
菅
家
集
六
巻

▽
菅
原
道
真

「献
家
集
状
」
３
菅
家
文
草
』
“
）
に
よ
る
。

＊
注
風
土
記

▽
大
江
匡
衡

「冬
日
於
州
南
賦
詩

〈
付
小
序
〉
」
０
江
吏
部
集
』
中
）
に
よ

る
。
な
お
補
遺
参
照
。

一
一

「菅
原
清
公
伝
考
」
補
遺

１
　
菅
原
清
人
日
記

「伝
考
」
で
は
、
清
公
の
兄
と
思
わ
れ
る
清
人
に
つ
い
て
の
事
績
も

ま
と
め
た
が
、
そ
の
日
記
ら
し
き
逸
文
が
知
ら
れ
る
。

菅
家
清
人
日
記
云
、

大
官
権
現
者
天
照
大
神
也
。
分
二
身
於
西
国

一垂
二
跡
於
吾
朝

・

也

〈
已
上
〉
。

３
延
暦
寺
護
国
縁
起
』
巻
上

「日
吉
山
王
天
照
大
神
分
身

一
体
勘

文
第
二全
）

↑
■
お
、
同
様
の
文
章
が

「山
家
要
略
記

（神
宮
文
庫
本
こ

に
も
見
え

２
つ

。

菅
原
清
人
記
云
〈
天
神
曾
孫
〉、
日
吉
地
主
権
現
者
日
本
国
王
地
主

也
。
即
天
照
大
神
父
也
。
大
宮
権
現
者
天
照
大
神
也
。
分
二身
於

両
国
・垂
二
述
吾
朝
■
文
〉。

』

鶴

露

蒟

罪

震

糞

録

議

暉

れ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
見
え
る
清
人
日
記
は
平
安
初
期
以
前

の
成
立
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
偽
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
託
さ
れ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
も

っ
と
も
何
故
清
人
に
仮
託
し
た
の
か

と
い
う
疑
間
は
残
る
し
、
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
「山
家
要
略

記
』
の
割
注
に
よ
れ
ば
、
清
人
は
道
真
の
曾
孫
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
正
し
け
れ
ば
、
こ
の
清
人
は
、
清
公
の
兄
で
は
な
い
別
人
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
当
該
の
人
物
に
つ
い
て
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
あ

る
い
は
架
空
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

問
題
は
残
る
も
の
の
、
現
在
逸
文
と
し
て
残
る
菅
原
清
人
の
日
記

は
、
清
公
の
兄
清
人
の
も
の
と
は
言
い
難
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

２
　
「注
風
土
記
」

「塵
袋
」
に
、
清
公
の

「尾
州
記
」
な
る
書
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
大
江
匡
衡
が

コ
日
西
曹
の
始
祖
菅
京
兆
、
県
邑
に
行
き
て
以
て
風
土

記
に
注
す
」
令
冬
日
於
州
廟
賦
詩
小
序
」
Ｃ
江
吏
部
集
』
巻
下
こ
と
記
し
た

「注
風
土
記
」
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

「伝
考
」
で
は
述
べ

た
が
、
「塵
袋
」
に
は
他
に
も

「尾
州
記
」
と
さ
れ
る
逸
文
が
あ
る

（巻



二
、
十
）。
「清
公
」
と
名
が
記
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
次
の
例
は

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

又
尾
張
国
二
登
々
川
卜
云
フ
河
ア
リ
。
菅
清
公
記
云
、
大
己
貴
ト

小
彦
ノ
命
卜
巡
国
之
時
、
往
還
ノ
足
ノ
跡
ナ
ル
故
二
日
フ
跡
々

卜
。
注
云
、
俗
跡
謂
之
レ
ヲ
贈
々
卜
云
ヘ
リ
。

３
塵
袋
』
巻
十
）

「尾
州
記
」
と
の
名
称
は
な
い
も
の
の
、
尾
張
国
関
係
の
記
述
で
あ

る
こ
と
か
ら
同

一
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は

「注
」
が
引
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
「菅
清
公
記
」
（＝
「尾
州
記
し

に
付
さ
れ
た

「注
」

な
の
か
、
「菅
清
公
記
」
が

「注
」
ま
で
含
む
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
匡
衡
が
い
う

「注
風
土
記
」
と
の
関
連
が
ま

す
ま
す
興
味
深
く
な
ろ
う
。
「尾
張
国
風
土
記
」
に
清
公
が
注
を
し
た
、

そ
れ
が

「尾
州
記
」
あ
る
い
は

「菅
清
公
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
公
の
生
没
年
か
ら
い
っ

て
も
、
こ
の

「風
土
記
」
は
い
わ
ゆ
る

「古
風
土
記
」
と
な
ろ
う
。

な
お
、
匡
衡
の
小
序
と

「尾
州
記
」
と
の
関
連
は
、
古
く
栗
田
寛
氏

『古
風
土
記
逸
文
考
証
」
に
指
摘
さ
れ
る
。
氏
は

「萬
葉
緯
に
、
此
文
を

劃諏州杜翻詢嚇いは一〓とる『̈
劇】衡るのこ崚時れ一にに減数畔嘲

い
る
。
も

っ
と
も
、
近
年
の
風
土
記
研
究
に
お
い
て
は
、
「古
風
土
記
」
と
は

昭われ稗隊い話「́
脚識却だ潮い靖馴颯いヽ
「麟憾婦は詢赫罐

会

『風
土
記
逸
文
注
釈
」
（翰
林
書
房
・平
成
十
三
年
）
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
匡
衡
の
い
う

「注
風
土
記
」
と

「塵
袋
』
所

引

「尾
州
記
」
あ
る
い
は

「菅
清
公
記
」
は
、
「注
」
の
存
在
か
ら
し
て

も
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

３
　
後
漢
書
講
書

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

「後
漢
書
」
（大
永
二
年
二
早
禄
三
・
四
年
占
じ
の
上

欄
に
次
の
よ
う
な
書
入
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

師
説
、
天
長
師
説
云
、或
本
安
字
交
字
也
。
菅
家
之
説
亦
如
レ
此
也
。

「天
長
師
説
」
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
小
林
芳
規
氏
に
よ
れ
ば
、
「師

説
」
と
は
、
「大
学
寮
の
講
義
を
主
と
す
る
大
学
の
教
師
の
説
」
を
い

い
、
「天
長
師
説
」
は
こ
の
当
時
文
章
博
士
で
あ

っ
た
菅
原
清
公
の
講

義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
清
公
は
天
長
二
年
に
文
章
博
士
と
な
っ
て

お
り
、
文
章
博
士
の
増
員
は
承
和
元
年
だ
か
ら
、
小
林
氏
の
指
摘
は
首

肯
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
清
公
は
、
承
和
二
年
に
も

「後
漢

書
」
を
侍
読
し
て
い
る
。

４
　
文
章
博
士

「伝
考
」
に
お
い
て
失
念
し
て
い
た
こ
と
の

一
つ
に
、
文
章
博
士
の

増
員
の
こ
と
が
あ
る
。
年
譜
に
は
既
に
記
し
た
が
、
文
章
博
士
は
、
承

-12-



和
元
年
三
月
八
日
に
増
員
さ
れ
て
い
る

（『類
衆
三
代
格
』
巻
四
）。
こ
の

時
の
文
章
博
士
は
清
公
で
あ
る
。

し
か
し
、
増
員
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
公
以
外
の
文
章
博

士
と
し
て
見
え
る
の
は
、

六
癸
西
。
以
二
文
章
博
士
従
五
位
下
惟
良
宿
禰
貞
道
・為
二
図
書
頭
・。

■
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
七
月
）

と
、
図
書
頭
に
遷
っ
た
惟
良
貞
道
だ
け
で
あ
る
。
貞
道
の
文
章
博
士
任

官
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
増
員
時
に
任
官
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

貞
道
が
図
書
頭
に
遷
っ
て
以
降
、
清
公
と
同
僚
と
な
る
文
章
博
士
は

い
ま
だ
見
出
し
得
な
い
。
次
に
資
料
上
文
章
博
士
が
見
え
る
の
は
、
清

公
売
後
の
承
和
十
年
二
月
十
日
任
の
春
澄
善
縄

η
続
日
本
後
紀
し
で
あ

２一
。文
章
博
士
は
従
五
位
官
で
あ
る
か
ら
、
正
史
に
記
録
は
残
る
は
ず
で

あ
る
。
貞
道
に
し
て
も
任
官
は
見
え
な
い
が
、
離
任
記
事
は
残

っ
て
い

る
。
文
章
博
士
と
な

っ
た
人
物
が
就
任
か
ら
離
任
ま
で
六
位
で
あ

っ
た

可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
結
局
、
増
員
さ
れ
な
が
ら
、
清

公
は

一
人
で
文
章
博
士
の
任
を
勤
め
て
い
た
と
、
今
の
と
こ
ろ
は
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

５
　
是
善
の
母

『西
宮
記
』
（臨
時

一
（乙
）
臨
時
雑
ら昌
日裏
書
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

延
木
十
七
年
二
月
廿
七
日
。
右
大
将
、
得
業
生
惟
舟
、
去
年
遭
レ

喪
、
未
レ
有
二
貢
挙
文
・。
公
廉
臨
レ
終
、
有
下
雖
レ
在
二喪
中
一可
レ
果

之
遺
書
上
。
令
レ
間
二先
例
一、
菅
原
是
善
在
二
母
喪
一対
策
。
而
博
士

以
三
近
年
無
こ
此
事
由
一、
候
二
気
色
一可
・一貢
挙
・。
仰
云
、
以
為
遭

レ
喪
者
可
レ
無
二自
進
・。
至
二
博
士
挙
一有
二
何
妨
・。
已
有
二先
例
・。

宜
レ
令
レ
挙
。

橘
惟
舟
の
貢
挙
を
め
ぐ
っ
て
の
資
料
で
あ
る
が
、
是
善
の
対
策
が
母

の
喪
中
で
あ
っ
た
と
の
先
例
が
引
か
れ
て
い
る
。
是
善
の
対
策
は
、
承

和
六
年
十

一
月
六
日

牟
続
日
本
後
紀
し

で
あ
る
。
母
の
喪
は

一
年
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
死
は
こ
れ
以
前

一
年
以
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
是
善

の
母
、
つ
ま
り
清
公
の
妻
は
、
承
和
五
年
末
以
後
承
和
六
年
十

一
月
六

日
以
前
の
死
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

６
　
清
公
卿
伝

和
田
英
松
氏
は
、
「桂
林
遺
芳
抄
」
に
見
え
る

「西
曹
始
祖

〈
清
公

列悔
範
菱
ン
黒
い権鍔
製
韓最
製

日
の
清
公
売
伝
と
、
こ
の

「清
公
卿
伝
」
を
比
較
し
、

両
者
の
文
章
を
比
較
す
る
と
、　
一
部
に
節
略
を
認
め
ら
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
、
現
存
の
部
分
的
な
清
公
伝
逸
文
が

『続
日
本
後

紀
』
の
記
事
を
主
要
な
材
料
に
撰
文
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。



と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「清
公
卿
伝
」
に
関
し
て
は
、
逸
文
そ
の
も
の

が
零
細
な
た
め
、
こ
れ
以
上
の
考
証
は
難
し
い
。

清
公
の
伝
記
と
し
て
は
、
「続
日
本
後
紀
』
亮
伝
が
も
っ
と
も
詳
細

で
あ
る
が
、
大
島
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「扶
桑
略
記
〓
死
慶
四
年

十
月
三
十
日
条
の
菅
原
是
善
亮
伝
の
冒
頭
部
分
に
あ
る
文
章
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

父
清
公
学
芸
博
通
、
オ
徳
甚
高
。
弱
冠
挙
レ
試
、
為
二文
章
生
・。
尋

挙
二
秀
才
・。
対
策
登
レ
科
。
延
暦
年
中
、
為
二
遣
唐
使
一。
復
命
之

後
、
累
ヨ
歴
顕
要
一。
爵
至
■
二
位
・。
猶
為
二
文
章
博
士
・。
以
其

為
二儒
門
之
領
袖
也
一。

こ
の
莞
伝
に
は
、
清
公
の
孫
で
あ
る
道
真
の
関
与
が
認
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
た
世
大
島
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

是
善
の
序
説
に
し
て
は
極
め
て
長
文
で
、
し
か
も
肉
親
に
よ
る
祖

先
顕
彰
の
感
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
道
真
に
よ
る
祖
先
顕
彰
の

一
環
と
し
て
読
ま
れ
て
い

る
。
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
こ
れ
も
道
真
の
意
志
と
見
る
と
、
別
の
問
題
も
浮
上
す
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
清
公
評
が
、
あ
く
ま
で
儒
者
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
清
公
は
儒
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
尾
張
介
と

し
て
能
吏
で
も
あ

っ
た
し
、
儀
礼
の
整
備
に
も
関
わ

っ
て
い
た
。
そ
れ

が
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
是
善
伝
の

一
部
で
あ
る

か
ら
、
清
公
の
事
績
す
べ
て
を
記
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
儒

者
と
し
て
の
祖
父
を
顕
彰
す
る
道
真
の
強
い
意
志
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

道
真
は
自
ら
の
詩
の
中
で
も
、
「情
ら
憶
ふ
に
分
憂
は
祖
業
に
非
ず
」

翁
北
堂
餞
宴
各
分

一
字

〈
探
得
遷
〉
」
３
菅
家
文
草
」
三
・
‐８７
》

と
ヽ
「分
憂

（＝
国
司
と

は

「祖
業
」
で
は
な
い
と
い
う
が
、
清
公
は
国
司
と
し
て

良
吏
で
あ

っ
た
。
道
真
は
、
清
公
の

「分
憂
」
と
し
て
の
業
績
を
削
ぎ

落
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
¨
是
善
亮
伝
の
清
公
評
は
、
こ
う
し
た
道
真

の
姿
勢
と
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
菅
原
清
公
年
譜
を
作
成
し
、
あ
わ
せ
て

「菅
原
清
公
伝
考
」

の
遺
漏
を
補

っ
た
。
ま
だ
問
題
に
す
べ
き
点
も
残

っ
て
い
る
が
、
今
回

は
こ
こ
ま
で
に
留
め
る
。
大
方
の
ご
叱
正

ょ
」
教
示
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

注（１
）
拙
稿

「菅
原
清
公
伝
考
」
含
古
代
中
世
文
学
論
考
　
第
四
集
」
新
典
社

・

平
成
十
二
年
）。

（２
）
田
島
公
氏

「日
本
、
中
国

・
朝
鮮
対
外
交
流
史
年
表
」
∩
貿
易
陶
磁
―
奈

良

・
平
安
の
中
国
陶
磁
』
臨
川
書
店

・
平
成
五
年
）
に
よ
る
。
菅
原
五
郎
に

つ
い
て
は
、
「伝
考
」
参
照
。

（３
）
引
用
は
、
神
道
大
系
論
説
編
天
台
神
道

（下
）
に
よ
る
。
な
お
、
『渓
嵐
拾

葉
集
』
巻
八

「厳
神
霊
応
章
第
二
」
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
引
か
れ
る
。

（４
）
菅
原
信
海
氏
「天
照
大
神
と
山
王
神
道
」
貧
山
王
神
道
の
研
究
』
春
秋
社
・

平
成
四
年
、
昭
和
六
十
年
初
出
）。
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（５
）
栗
田
寛
氏

『古
風
土
記
逸
文
考
証
』
（有
峰
書
店
。
昭
和
五
十
二
年
）
に
よ

Ｚ
つ
。

（６
）
秋
本
吉
郎
氏

「風
土
記
逸
文
の
検
討
」
（
風
土
記
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア

書
房

・
昭
和
三
十
八
年
）。

（７
）
小
林
芳
規
氏

「師
説
拾
遺
」
０
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国

語
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

・
昭
和
四
十
二
年
）
に
よ
る
。

（８
）
小
林
氏

「訓
点
資
料
に
お
け
る
師
説
に
つ
い
て
」
（前
掲
著
、
昭
和
四
十

一

年
初
出
）。

（９
）
な
お
、
「後
漢
書
」
の
講
書
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄
氏
「平
安
朝
人
は
「後

漢
書
』
を
い
か
に
読
ん
だ
か
―
吉
川
忠
夫
訓
注

「後
漢
書
』
第

一
冊
を
読
ん

で
―
」
（文
学
３
１
１
・
平
成
十
四
年

一
月
）
参
照
。

（１０
）
大
島
幸
雄
氏

「清
公
卿
伝
」
（国
書
逸
文
研
究
”
・
昭
和
六
十
二
年
十
二

月
）。
以
下
大
島
氏
の
説
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（Ｈ
）
坂
本
太
郎
氏
「日
本
三
代
実
録
」
牟
坂
本
太
郎
著
作
集
第
三
巻
　
上ハ
国
史
』

吉
川
弘
文
館

・
平
成
元
年
、
昭
和
四
十
五
年
初
出
）。

（‐２
）
詳
細
は
、
拙
稿

「菅
原
道
真
に
お
け
る

〈
祖
業
〉
」
「
古
代
中
世
文
学
研

究
論
集
　
第
二
集
』
和
泉
書
院

・
平
成
十

一
年
）
参
照
。

引
用
本
文
は
、
特
に
断

っ
て
い
な
い
も
の
は
、
通
行
の
叢
書
類
に
拠

っ

て
い
る
。
な
お
、
引
用
文
中
、
〈
〉
は
割
注
を
表
す
。

（た
き
が
わ

。
こ
う
じ
　
奈
良
大
学
専
任
講
師
）
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